
●講義の概要
　ASEANが発足した1967年から今日までの発展の歴史を概観
し、ASEANが目指している「ASEAN経済共同体」の現状に
ついて検討する。併せて、ASEANが地域統合を進めるうえで
障害となっている、「ASEAN Wayのジレンマ」と呼ばれる内
容や、「ASEANディバイド」（二層構造）などの問題について
考察する。最後に、南アジア最大のインド経済について概観し、
日本とインドとの経済協力の現状などについて考察する。

●講義の到達目標
　ASEAN発足から今日までの発展の流れを概略的に把握する
こと、およびASEANが目指している方向と現在抱えている課
題について理解すること、南アジアと日本の関係について理
解することを目指す。

●講義計画
第 1 回：ASEANの発足と変容
第 2 回：ASEANの拡大とAFTAへの道
第 3 回：ASEANの市場統合の現状
第 4 回：ASEANの二層構造について
第 5 回：ASEAN Wayのジレンマとは何か
第 6 回：「大メコン圏開発」と「三大経済回廊」
第 7 回：新興メコン諸国の現状と展望
第 8 回：小国モデルとしてのラオスのNAIC型工業化の可能性

について
第 9 回：RCEP（東アジア地域包括的経済連携）の現状と展望

について
第10回：台頭するインド経済を見る眼
第11回：インドの「新経済政策」と新興市場としての台頭
第12回：インド経済の課題について
第13回：日印経済連携協定について
第14回：「自由で開かれたインド・太平洋」構想について
第15回：まとめ

●成績評価基準と方法
　学期末に提出してもらうレポートにより最終判定する。
　途中で学習到達状況を把握するためのディスカッションを
行う。

●テキスト又は参考文献
　テキストは使用せず、講義資料を配布します。

参考文献
坂田幹男・内山怜和『アジア経済の変貌とグローバル化』晃
洋書房、2016年。

●受講上の留意点
　ASEANに関心があるだけでなく、東アジア全域での経済協
力などに関心があることが望ましい。

アセアン・南アジア地域経済研究
担 当 者

開講時期 単　　位

坂田　幹男
前期 2

●講義の概要
　貿易の発生、為替レートの変化、貿易政策の効果や、その
結果起こる世界経済の動きについて考察する。そのため、前
半は貿易、為替レート、その他に関する理論を検討し、後半
は世界経済のトピックスを論じる。なお、基本的にテキスト
に沿って授業を進める。

●講義の到達目標
　グローバル化の進展に伴い、日本経済が進む方向と日本企
業の展開に変化が生じている。その変化を理解するための知
識と、今後の動きを予測する能力を身につける。

●講義計画
第 1 回：貿易の基礎
第 2 回：短期的な為替レートの決定
第 3 回：一国の国際収支
第 4 回：長期的な為替レートの決定
第 5 回：リカード･モデル
第 6 回：ヘクシャー＝オリーン･モデル
第 7 回：規模の経済性が存在するときの貿易
第 8 回：グローバル化と経済政策
第 9 回：ISバランス
第10回：アジア通貨危機
第11回：サブプライムローン問題と世界金融危機
第12回：世界貿易機関（WTO）と経済連携協定（EPA）
第13回：中国経済
第14回：欧州債務危機
第15回：海外へのアウトソーシング

●成績評価基準と方法
　期末試験80％、レポート20％。それぞれ、上記の到達目標
をどれだけ実現できているかを採点基準とする。

●テキスト又は参考文献
　テキスト：高橋信弘著『国際経済学入門　改訂第 2 版』ナ
カニシヤ出版、2015年

●受講上の留意点
　テキスト該当箇所を読んで予習・復習することが望ましい。

グローバル経済論
担 当 者

開講時期 単　　位

高橋　信弘
後期 2
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